






















伊 藤 克 敏
星社｡ISBN4-323-01882-7)
筆者は1､2年生に夏休みなどに好きな本を2､
3冊読んで､感想文をできるだけ英語で書かせて
いるが､結構楽しんで読書したという報告が多い｡
また､時々､Reader'sDigestや英字新聞の記事
のコピーを読ませ､その感想文をできるだけ英語
で書かせている｡最近の学生は英語の語秦が貧弱
で､英文を書 く力に乏しい｡多読の効用や感想文
(bookreport)についての研究はかなり進んでい
る｡下記の文献からその一端が伺える｡
門田修平 ･野呂忠司著
『英語リーディングの認知メカニズム｣
(くろしお出版､2001､ISBN4-87424-216-2
C3081)
学生は外国語で話せるようになりたいというが､
本当の語学力は多読によって豊かな表現を吸収し､
それを文章に書 く事によって豊かな語桑や表現力
が培わjlるのである.IT時代の到来で外国語の
文章能力がますます要求される｡学生に多読をさ
せ､外国語で文章を書かせるようにしたいもので
ある｡
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